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往
生
要
集
に
お
け
る
善
導
釈
書
正
倉
院
文
書
並
び
に
平
安
時
代
の
初
期
に
入
唐
し
た
留
学
僧
の
請
来
目
録
等
に
よ
る
と
、
善
導
の
代
表
的
述
作
と
さ
れ
る
五
部
九
巻
の 
書
は
す
べ
て
本
邦
に
伝
来
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
疏
章
の
伝
来
が
直
ち
に
教
説
の
弘
通
に
連
ら 
な
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
善
導
の
述
作
が
本
邦
の
浄
土
教
家
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
初
め
は
源
信
の
『
往
生
要
集
』
と
す
べ 
き
で
あ
ろ
う
。
『
往
生
要
集
』
は
末
尾
に
「
問
何
等
教
文
念
佛
相
応 
答
如
一
前
所
“
引
西
方
証
拠-
皆
是
其
」
と
い
っ
て' 
引
用
す
る
九
百
余
部
の
経 
論
釈
書
の
中
よ
り
、
特
に
重
視
す
る
も
の
と
し
て
、
『
観
無
量
寿
経
』
『
雙
観
(
巻)
無
量
寿
経
』
『
観
佛
三
昧
経
』
『
般
舟
三
昧
経
』
等
の 
経
典
を
出
し
、
つ
い
で
修
行
方
法
多
在
摩
訶
止
観
廿
及
善
導
和
尚
観
念
法
門
並
六
時
礼
讃
塹
と
い
っ
て
、
智
顎
の
『
摩
訶
止
観
』
善
導
の
『
観
念
法
門
』
と
『
六
時
礼
讃
』(
『往
生
礼
讃
』)
を
中
心
に
修
行
の
方
法
を
説
く
と
し
て
い 
る
。
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『
往
生
要
集
』
は
「導
和
尚
云
」
「
導
禅
師
云
」
と
し
て
『
観
念
法
門
』
に
四
例
、
『
往
生
礼
讃
』
に
九
例
の
引
用
文
が
見
ら
れ
る
。
こ 
の
う
ち
『
観
念
法
門
』
は
『
往
生
要
集
』
大
文
第
四
正
修
念
仏
門
の
観
察
門
に
説
く
別
想
観
の
解
説
に
二
例
を
用
い
、
大
文
第
六
別
時
念 
仏
門
に
説
く
尋
常
別
行
の
念
仏
三
昧
と
臨
終
に
お
け
る
見
仏
の
解
説
に
二
例
を
引
用
し
て
い
る
。
『
往
生
礼
讃
』
は
九
例
の
う
ち
、
初
め 
は
引
用
文
で
は
な
い
が
、
五
念
門
の
礼
拝
門
の
解
説
に
礼
拝
の
広
行
と
し
て
あ
か
し
て
い
る
が' 
そ
れ
以
外
の
大
例
は
大
文
第
五
助
念
方 
法
門
の
第
二
修
行
相
貌
に
お
い
て
四
修
三
心
の
説
明
に
引
用
し
、
後
の
二
例
は
専
称
名
号
と
五
念
門(
称
念
を
収
む)
の
百
即
百
生
を
説
く 
に
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
往
生
礼
讃
』
は
初
め
に 
問
日 
今
欲
ー-
勧"
人
往
生­
者
未
“
知 
若
爲
安
心
起
行
作
業
定
得"
往
一
生
彼
国
土-
也 
と
問
を
出
し
て
、
安
心
と
し
て
至
誠
心
等
の
三
心
、
起
行
と
し
て
五
念
門' 
作
業
と
し
て
四
修
を
説
き
、
つ
い
で
「
識
關
り
神
飛
で
観
の 
成
就
し
難
き
も
の
」
に
は
称
名
を
す
め
て
い
る
。
こ
の
往
生
業
の
構
想
は
『
往
生
要
集
』
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
大
文
第
四
正
修
念
仏
門 
で
は
往
生
業
と
し
て
五
念
門
を
説
き
、
観
念
に
堪
え
ざ
る
も
の
に
は
三
想(
帰
命
想
、
往
生
想
、
引
接
想)
に
よ
る
称
念
を
す
め
、
そ
し
て 
観
念
を
助
成
す
る
た
め
に
第
五
助
念
方
法
門
に
お
い
て
四
修
と
三
心
を
あ
か
し
て
い
る
。
『
往
生
要
集
』
の
助
念
方
法
門
で
は
助
念
の
行 
と
し
て
祥
細
な
解
説
を
し
て
い
る
が
、
三
心
と
四
修
は
重
要
な
助
念
の
行
と
い
っ
て
い
る
か
ら
『
往
生
要
集
』
に
説
く
浄
土
往
生
業
の
構 
想
は
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
前
序
に
説
く
考
え
に
よ
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
法
然
の
『
無
量
寿
経
釈
』 
に
「
恵
心
意
於
ー-
西
方
行-
以(
善)
導
和
尚
而
為
一
ー
指
南S
云
」
と
あ
る
は
こ
の
辺
の
事
情
を
い
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
こ
の
よ
う
に
『
観
念
法
門
』
と
『
往
生
礼
讃
』
と
は
主
と
し
て 
観
念
と
称
名
に
僕
す
る
解
説
に
原
文
を
そ
の
ま
に
弓
用
し
て
い
る 
(
多
少
の
具
略
が
あ
る)
が
、
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て
は
全
て
取
意
し
た
文
か
、
要
旨
を
略
記
す
る
だ
け
で
『
観
念
法
門
』
や
『
往
生
礼
讃
』 
の
引
例
の
よ
う
に
原
文
を
そ
の
ま
引
用
し
た
と
こ
ろ
は
見
出
せ
な
い
。
『
観
経
疏
』
で
は
玄
義
分
に
二
例
、
散
善
義
に
二
例
が
見
ら
れ 
る
。
玄
義
分
の
一
例
は
第
四
正
修
念
仏
門
の
作
願
門
の
解
説
に
引
用
し
、
第
二
例
は
第
十
問
答
料
簡
門
の
往
生
階
位
を
説
く
と
こ
ろ
に
お 
い
て
、
善
導
の
九
品
皆
凡
夫
説
を
取
意
し
て
記
述
し
て
い
る
。
散
善
義
の
二
例
の
う
ち
一
例
は
第
五
助
念
方
法
門
の
修
行
相
貌
に
お
い
て
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『
往
生
礼
讃
』
の
三
心
釈
の
引
文
に
続
い
て
、
三
心
は
九
品
に
通
ず
る
文
を
取
意
し
て
細
字
で
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
第
十
問 
答
料
簡
門
の
極
楽
依
正
に
て
華
開
の
七
日
一
日
を
論
ず
る
処
に
取
意
し
て
記
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
例
の
う
ち
注
目
す
べ
き
も
の
は
「
三
心
は
九
品
に
通
ず
」
と
い
う
取
意
の
文
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 
略
抄
“之
経
文
雖"
在=
上
品
上
生
一
如
一
禅
師
釈
ー
者
理
通
一
九
品-
余
師
釈
不
“
能
”
具 
こ
の
文
は
上
記
の
よ
う
に
修
行
相
貌
に
お
い
て
四
修
三
心
を
あ
か
す
に
続
い
て
細
字
で
註
記
の
ご
と
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
至 
誠
心
等
の
三
心
は
『
観
経
』
の
上
品
上
生
に
の
み
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
善
導
の
考
え
に
よ
る
と
三
心
は
九
品
に
通
じ
、
九
品 
の
諸
行
は
い
づ
れ
も
三
心
を
具
し
た
往
生
行
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
の
考
え
は
諸
師
の
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と 
で
あ
る
。
こ
の
説
は
善
導
が
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
お
い
て
上
品
上
生
を
釈
す
る
に
十
一
門
義
を
も
っ
て
し
、
九
品
そ
れ
ぞ
れ
に
十
一
門 
義
が
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
よ
り
出
る
説
で
あ
っ
て
、
散
善
義
に
今
此
十
一
門
義
者
約
一
対
九
品
之
文
一
就
一
ー
 
ー
品
中
一
皆
有
一-
其
十
一
即
為
一-
一
百
番
義
一
也 
・
 
と
あ
っ
て
、 
九
品
の
そ
れ
ぞ
れ
に
十
一
門
義
が
あ
る
か
ら
都
合
九
十
九
番
義.
と
な
る
が
、 
こ
れ
を
総
括
し
て
一
百
番
義
と
称
す
る
の
で
あ 
る
。
し
た
が
っ
て
、
善
導
の
考
え
に
よ
る
と
三
心
は
上
品
上
生
の
一
品
に
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
九
品
は
す
べ
て
三
心
を
具
足
し
た 
往
生
行
を
説
く
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
ゝ
る
説
は
善
導
独
自
の
考
え
で
あ
っ
て
、
善
導
以
外
の
諸
師
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で 
茴
る
。
ま
た
善
導
の
他
の
述
作
即
ち
『
往
生
礼
讃
』
『
観
念
法
門
』
『
般
舟
讃
』
『
法
事
讃
』
等
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に 
善
導
の
門
人
懐
感
の
『
群
疑
論
』(
往
生
要
集
に
は
多
く
引
用
す)
に
も
記
戴
さ
れ
て
い
な
い
考
え
で
あ
る
。
『観
経
疏
』
散
善
義
に
の
み
記 
述
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
観
経
疏
』
散
善
義
を
見
る
こ
と
な
く
し
て
は
か
ゝ
る
記
述
は
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら' 
源
信
は
ど 
こ
か
で
散
善
義
を
見
て' 
こ
の
考
え
を
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に' 
『
観
経
疏
』
の
引
用
例
は
原
文
を
記
載 
せ
ず' 
す
べ
て
取
意
の
文
で
あ
り
、
ま
た
四
例
の
う
ち
ニ
例
は
「有
云
」
「
有
師
云
」
と
し
て
人
名
を
出
し
て
い
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
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き
こ
と
で
あ
る
。
法
然
は
『
往
生
大
要
抄
』
に
さ
れ
ば
善
導
の
観
経
の
疏
に' 
九
品
の
文
を
釈
す
る
し
た
に
、
一
々
の
品
ご
と
に
弁
ー
定
三
心
一
以
為
一
正
因-
と
さ
だ
め
て
、
こ
の
三 
心
は
九
品
に
通
ず
べ
し
と
釈
し
給
へ
り
。
恵
心
も
こ
れ
を
ひ
き
て
、 
禅
師
の
釈
の
ご
と
き
は
理
九
品
に
通
ず
べ
し
と
こ
そ
は
し
る
さ 
れ
た
れ(
点
線
筆
者
記)
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
禅
師
の
釈
の
ご
と
き
は
理
九
品
に
通
ず
云
」
の
文
は
上
記
の
細
註
の
文
で
あ
る
。
そ
れ
で' 
法
然
の
考
え 
に
よ
る
と
源
信
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
説
に
よ
っ
て
、
「
理
九
品
に
通
ず
云
」
の
説
を
な
し
た
と
し
て
い
る
。
④
し
か
る
に
良
忠
の
『
往
生
要
集
義
記
』
第
五
に
よ
る
と
、
如
ー
禅
師
釈
ー
者
理
通
一
九
品-
者
、
問
禅
師
釈
者
指
一
ー
散
善
義
一
耶
、
答
不
・
然:
：:
慧
心
亦
同
見
ー
玄
義
分-
不"
見
ー
余
巻
一 
と
い
う
。
良
忠
の
考
え
に
よ
る
と
、
『
観
経
疏
』
四
巻
の
う
ち
序
分
義' 
定
善
義
、
散
善
義
の
三
巻
は
源
信
の
当
時
は
ひ
ろ
く
流
布
せ
ず
、 
玄
義
分
一
巻
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
源
信
は
玄
義
分
一
巻
の
み
を
見
て
、
他
の
三
巻
は 
見
て
い
な
い
。
も
し
広
く
流
布
し
て
い
る
な
ら
ば
、
だ
れ
か
が
引
用
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
引
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
流 
布
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
源
信
は
玄
義
分
の
一
巻
の
み
を
見
て
、
他
の
三
巻
は
見
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
散 
善
義
の
取
意
引
用
の
第
二
例
と
見
ら
れ
る
。
有
師
云
以-
一
此
土
日
夜-
説"
之
令--
衆
生
知
一
の
文
に
つ
い
て
も
、
良
忠
の
『
往
生
要
集
義
記
』
第
七
に
釈
し
て
龍
興
及
び
大
師(
善
導)
の
義
で
あ
る
と
い
う
が
、
し
か
し
、
「
但
今 
師
不"
見-
一
第
四
巻
一
如
一
上
述
一
」
と
い
っ
て
、
源
信
は
散
善
義
を
見
て
い
な
い
と
い
う
。
⑥
こ
れ
に
つ
い
て
現
今
の
諸
学
匠
が
良
忠
の
「
散
善
義
不
見
説
」
を
無
批
判
に
と
り
あ
げ
て
い
ら
れ
る
の
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、 
法
然
の
『
往
生
大
要
抄
』
は
元
享
版
『
和
語
灯
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
醍
醐
本
、
『
法
然
上
人
伝
記
』
及
び
『
西
方
38
指
南
抄
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
元
享
版
『
和
語
灯
録
』
は
良
忠
の
門
人
望
西
楼
了
慧
が
生
存
中
に
、
即
ち
元
亨
元
年(
一
 
三
一
ニ)
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
然
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
法
然
の
『
往
生
大
要
抄
』
の
説
及
び
引
用
文
句
の
内
容
よ
り
見
て
源
信
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
は
見
て
い
た
と
す
べ
き 
で
あ
ろ
う
。
良
忠
が
こ
と
さ
ら
に
「
不
見
第
四
巻
」
説
を
な
し
た
の
は' 
『
往
生
大
要
抄
』
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が 
『
往
生
要
集
義
記
』
第
五
に
、 
・
 
末
法
之
節
辺
地
之
境
具
開
一
四
巻
疏-
伺=
宗
趣­
非
ヨ
宿
殖­-
浄
土
因-
何
得
一
値
遇
習
学-
華
哉
幸
哉 
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
法
然
と
『
観
経
疏
』
と
の
出
合
い
を
意
義
づ
け
る
た
め
に
「
不
見
第
四
巻
」
説
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思 
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
観
経
疏
』
の
文
が
『
往
生
礼
讃
』
や
『
観
念
法
門
』
の
よ
う
に
原
文
を
そ
の
ま
引
用
せ
ず
、
上
述
の
よ
う 
に
す
べ
て
取
意
の
文
と
し
て
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
『
往
生
要
集
』
述
作
の
当
時
に
は
、
源
信
の
手
元
に 
『
観
経
疏
』
が
な
く
、
か
つ
て
見
た
記
憶
に
よ
っ
て
取
意
を
記
述
し
た
め
に
か
る
「
不
見
第
四
巻
」
説
が
生
れ
た
の
で
な
い
か
と
思 
う
。
源
信
の
当
時
に
は
叡
山
に
『
観
経
疏
』
は
全
巻
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ち
、
い
つ
頃
か
あ
き
ら
か
で
な
い
が 
南
都
よ
り
こ
れ
が
伝
わ
り
、
法
然
は
こ
の
疏
に
よ
っ
て
浄
土 
一
宗
を
開
創
し
た
。
『
四
十
八
巻
伝
』
に
『
観
経
疏
』
が
天
安
二
年' 
円
珍 
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ
た
ご
と
く
記
述
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
疏
が
浄
土
開
宗
に
つ
い
て
重
要
な
書
で
あ
る
に
か
わ
ら
ず
、
叡
山
天
台
宗 
に
伝
来
し
て
い
な
い
事
実
を
覆
う
た
め
に
、
天
安
二
年
請
来
の
説
が
と
な
え
ら
れ
た
の
で
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
い
づ
れ
に
し
て
も
、
源
信
は
『
観
経
疏
』
四
巻
は
見
た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
往
生
要
集
』
の
述
作
の
時
に
は
手
元
に
な
く 
か
つ
て
見
た
記
憶
に
よ
っ
て
意
趣
を
記
述
し
た
め
に
全
文
が
取
意
の
文
と
な
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
観
経
疏
』
に 
対
し
て
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
『
往
生
要
集
』
の
上
に
は
『
観
経
疏
』
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
さ
ら
に
源
信
の
寂
後
三
十
五
年
目
即
ち
後
冷
泉
天
皇
永
承
六
年(
一
〇
五
一)
書
写
の
『
西
方
懺
悔
法
』
一
巻
な
る
書
が
叡
山
浄
土
教
研 
究
の
新
資
料
と
し
て
照
会
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
善
導
の
釈
書
と
し
て
『
往
生
礼
讃
』
と
『
観
念
法
門
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
39
あ
っ
て
『
観
経
疏
』
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
二
永
観
、
珍
海
の
著
作
に
お
け
る
善
導
釈
書
天
台
宗
叡
山
の
浄
土
教
に
対
し
て
、
南
都
の
浄
土
教
家
に
て
は
『
観
経
疏
』
は
『
往
生
礼
讃
』
『
観
念
法
門
』
と
も
に
注
目
せ
ら
れ
、
 
永
観
の
『
往
生
十
因
』
珍
海
の
『
決
定
往
生
集
』
に
引
用
さ
れ
て
称
名
念
仏
往
生
説
の
解
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
永
観
の
『
往
生
十
因
』
に
は
『
往
生
礼
讃
』
が
ー 
例'
『
観
念
法
門
』
が
ー 
例'
『
観
経
疏
』
散
善
義
が
一
例
、
引
用
さ
れ
『
往
生
講
式
』 
に
は
歌
讃
と
し
て
主
と
し
て
『
往
生
礼
讃
』
の
偈
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
往
生
十
因
』
は
初
め
に
「
念
佛
一
行
開
為
一
十
因
一
」
と
い
っ
て
、 
念
仏
に
よ
る
浄
土
往
生
に
十
種
の
勝
徳
あ
り
と
し
て
、㈠
広
大
善
根
故
、㈡
衆
罪
消
滅
故
、㈢
宿
縁
深
厚
故
、 ㈣
光
明
摂
取
故
、㈤
聖
衆 
護
持
故
、
的
極
楽
化
主
故
、
旧
三
業
相
応
故
、
(A)
三
昧
発
得
故
、 2
:
法
身
同
体
故
、
田
随
順
本
願
故
の
十
因
を
説
い
て
い
る
が' 
い
う
と 
こ
ろ
の
念
仏
と
は
「
又
何
時
早
抛
ー
万
事-
速
求
二
心
一
依
一
ー
道
綽
之
遺
誡­
火
急
称
名
順
一-
懐
感
旧
儀
一
励
声
念
佛
云
」
と
あ
る
よ
う
に 
無
常
観
に
立
っ
て
一
心
に
励
声
念
仏
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
十
因
の
う
ち
善
導
の
著
作
を
引
用
す
る
の
は㈠
広
大
善
根
故
の
項
に
て
四
修
の
説
明
に
『
往
生
礼
讃
』
の
文
を
二
例' 
㈤
聖
衆
護 
持
故
の
項
に
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
に
説
く
現
生
護
念
の
文'
W
三
昧
発
得
故
の
項
に
て
は
『
観
念
法
門
』
の
見
仏
の
文
を
引 
用
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
『
観
念
法
門
』
に
説
く
見
仏
は
定
心
三
昧
と
口
称
三
昧
に
よ
る
見
仏
を
説
く
の
で
あ
る
が' 
『
往
生
十
因
』 
で
は
定
心
三
昧
の
文
が
除
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
往
生
十
因
』
が
称
名
念
仏
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
よ
り
意
図
的
に
除
い
た
の
で
な
い
か 
と
思
う
。
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
文
はW
随
順
本
願
故
の
項
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
大
き
な
抄
略
が
あ
る
。
い
ま
煩
を
い
と
わ 
ず
、
散
善
義
の
原
文
を
出
し
、
『
十
因
』
が
引
用
す
る
文
は
横
棒
線
を
記
し
て
示
す
、 
然
行
有--
二
種
「
一
者
正
行
二
者
雑
行
言­-
正
行-
者
専
依
一
往
生
経
一
行
レ
行
者
是
名-
一
正
行
一
何
者
是
也
一
心
専
読--
誦
此
観 
経
弥
陀
経
無
量
寿
経
等-
一
心
専
一-
注
思-
一
想観.・
察憶
,,
念
彼
国
二
報
荘
厳
一
若
礼 
即
一
心
専
ー
礼
彼
佛
一
若
口
称 
即
一
心
40
専
一-
称
彼
佛-
若
讃
歎
供
養 
即
一
心
讃
歎
供
養 
是
名
為"
正 
又
就
一-
此
正
中-
復
有
一-
二
種-
ー
者
一
心
専
ー
念
弥
陀
名
号-
行 
住
坐
臥
不
“
問--
時
節
久
近
一
念
々
不
“
捨
者
是
名
一
正
定
之
業
一
順
ー
彼
佛
願-
故 
若
依
一
礼
誦
等-
即
名
為
一
ー
助
業-
除­
一
此
正
助
二
同 
己
外
自
余
諸
善
悉
名
一
雑
行
一(
横
棒
線
は
十
因
に
引
用
の
文)
と
あ
り' 
一
心
専
念
の
行
が
本
願
に
順
ず
る
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
が' 
こ
の
本
願
に
対
す
る
釈
義
が
法
然
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に 
『
往
生
十
因
』
は
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
『
観
念
法
門
』
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
文
を
引
用
し
て
称
名
念
仏
の
解
説
に
資
し
て
い
る
が
、
 
注
意
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
ら
は
観
念
の
説
明
に
は
引
用
さ
れ
ず' 
主
と
し
て
称
名
に
関
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
珍
海
に
は
浄
土
教
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
『
菩
提
心
集
』
二
巻
、
『
安
養
知
足
相
対
抄
』
一
巻
、
『
決
定
往
生
集
』
二
巻
の
著
作
が
あ 
る
。
そ
の
う
ち
『
決
定
往
生
集
』
に
は
十
四
例
が
見
出
さ
れ
る
、
即
ち
『
観
念
法
門
』
が
ハ
例
、
『
往
生
礼
讃
』
が
二
例
、
『
観
経
疏
』
定 
善
義
が
二
例
、
『
同
』
散
善
義
が
一
例
、
出
拠
不
明
が
一
例
あ
る
。
『
決
定
往
生
集
』
は
初
め
に' 
称
念
を
す
め
る
に
つ
い
て'
「
称
念
弥
陀
之
行
愚
智
共
従 
良
以
契
レ
時
称
“
機
故
」
と
い
っ
て
、
称
念 
の
行
の
時
機
に
契
う
も
の
で
あ
り' 
愚
者
智
者
と
も
に
従
う
べ
き
教
で
あ
る
と
い
っ
て
讃
じ
、
「
欲
ー
一
安
心
於
決
定
往
生
一
快
期
一
於
終
焉
来 
迎-
矣
」
と
い
っ
て
、
決
定
往
生
の
安
心
を
確
立
し
て
臨
終
の
来
迎
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
初
め
に
決
定
往
生
に
つ
い 
て
教
文
、
道
理
、
信
心
の
三
を
説
き
、
「
無
疑
は
即
ち
信
な
り 
決
定
の
称
な
り
」
と
い
、
つ
い
で
信
心
に
つ
い
て
果
決
定
、 
因
決
定
、
 
縁
決
定
の
三
を
あ
か
し
、
「
分
一
此
三
一
更
為-
一
十
門­
」
と
い
っ
て
十
決
定
を
あ
か
し
て
い
る
。
そ
の
十
決
定
と
は
、㈠
依
報
決
定
、 ㈡
正 
果
決
定
、㈢
昇
道
決
定
、㈣
種
子
決
定
、㈤
修
因
決
定' 
的
除
障
決
定
、㊆
事
縁
決
定
、W
弘
誓
決
定
、
如
摂
取
決
定
、W
円
満
決
定
で 
あ
る
。
こ
の
う
ち
善
導
の
釈
書
を
引
用
す
る
の
は
初
め
の
信
心
を
釈
す
る
中
の
「
縁
決
定
」
に
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
に
説
く
証
生 
増
上
縁
の
文
。㈡
正
果
決
定
に
は
定
善
義
の
合
華
往
生
の
文
と
『
往
生
礼
讃
』
の
雑
修
不
往
生
説
及
び
無
量
宝
幢
説(
出
拠
不
明)
の
文
。
 
㈢
昇
道
決
定
に
て
は
『
往
生
礼
讃
』
の
三
心
釈
中
の
深
信
釈
の
文
。㈤
修
因
決
定
に
て
は' 
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
就
行
立
信
釈
に
出
ず
41
る
正
雑
、
助
正
二
行
説
の
文
。
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
に
説
く
現
生
護
念
増
上
縁
の
文
。
同
じ
く
三
念
力
見
仏
の
文
。
同
じ
く 
見
仏
三
昧
増
上
縁
の
文
。
同
じ
く
『
観
念
法
門
』
の
道
場
に
お
け
る
三
昧
法
。
定
善
義
に
説
く
仏
身
の
観
法
。
『
観
念
法
門
』
の
観
仏
三 
昧
の
法
及
び
同
書
の
別
相
観
法
等
の
ハ
例
が
あ
る
。
的
除
障
決
定
に
は
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
の
現
生
護
念
増
上
縁
に
関
す
る 
文
等
の
十
四
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
凡
愚
の
浄
土
往
生
業
を
説
く
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は㈤
修
因
決
定
に
お
い
て 
「
発
菩
提
心
為
ー
業
主
ー
」
と
い
っ
て
、
菩
提
心
を
お
こ
し
て
行
ず
る
往
生
の
正
業
に
善
導
が
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
就
行
立
信
釈
の
下
に 
出
づ
る
五
正
行
、
正
助
二
行
説
を
引
用
し
て
、
正
業
と
し
、
称
名
を
正
中
の
正
な
り
と
論
ず
る
ご
と
き
は
、
善
導
の
五
正
行
説
を
そ
の
ま 
ゝ
受
け
容
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
法
然
の
理
解
と
は
異
な
る
も
の
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
い
て
説
く
修 
行
相
に
お
い
て
正
業(
称
名)
を
修
す
る
に
長
時
と
別
時
の
二
種
を
あ
か
し
、
長
時
に
は
『
観
念
法
門
』
の
日
別
念
一
万
の
文
を
出
し' 
別 
行
に
て
は
口
称
に
よ
る
見
仏
を
説
き
、
続
い
て
『
観
念
法
門
』
に
あ
か
す
道
場
の
行
儀
及
び
観
仏
の
方
法
に
よ
っ
て
別
時
の
行
法
を
あ
か 
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
決
定
往
生
集
』
に
と
く
往
生
業
は
善
導
の
考
え
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の 
『決
定
往
生
集
』
は
多
く
の
経
典
、
中
国
の
祖
師
釈
書
を
随
時
引
用
し
て
往
生
業
の
解
明
に
資
し
て
い
る
が
、
善
導
に
つ
い
て
は
上
記
の 
ご
と
く
十
四
例
が
見
ら
れ
、
仏
願
力
増
上
縁
、
三
心
釈
中
の
深
信
釈
、
正
助
二
業
、
観
仏
三
昧
、
現
生
護
念
等
の
文
に
注
目
し
引
用
し
て 
い
る
の
で
あ
っ
て
、
珍
海
は
善
導
を
も
っ
て
往
生
業
と
し
て
観
仏
、
称
名
を
説
く
先
達
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
か
れ
の
い
う
称
名 
は
第
二
十
願
に
よ
る
称
名
で
あ
っ
て' 
法
然
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
三
「
一
心
専
念
」
の
文
に
つ
い
て
善
導
の
『
観
経
疏
』
は
上
記
の
よ
う
に
源
信
、
永
観
、
珍
海
等
の
浄
土
教
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
隆
国
の
編
集
し
た 
『
安
養
集
』
、
中
ノ
川
実
範
の
『
念
佛
式
』
等
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が' 
法
然
が
善
導
浄
土
教
に
回
心
す
る
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
42
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
就
行
立
信
釈
の
中
に
出
づ
る
五
正
行
に
あ
か
す
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
」
の
文
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
永
観
、
珍 
海
と
も
に
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
両
者
の
こ
の
文
に
対
す
る
理
解
を
出
し
て
、
法
然
と
の
相
違
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
 
上
記
し
た
よ
う
に
永
観
の
『
往
生
十
因
』
に
は
五
正
行
の
文
が
大
き
く
抄
略
さ
れ
、
一
心
専
念
の
文
に
つ
い
て
も
「
一
心
専
念
弥
陀
名 
号
是
名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故 
若
依--
礼
誦
等-
即
名
為
助
業
」
と
あ
っ
て
、
一
心
に
専
ら
弥
陀
名
号
を
念
ず
る
こ
と
が
仏
願
に
順
ず
る 
正
定
の
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
『
往
生
十
因
』
の
い
う
仏
願(
本
願)
と
は
第
十
八
願
文
を
さ
す
の
で
あ
る
が
、
第
十
八
願
文
に
説
く 
「
至
心
」
に
つ
い
て' 
下
中
上
の
三
あ
り
と
し
て
、㈠
係
想
不
乱
心
、㈡
勇
猛
心' 
㈢
深
心
(
法
与
想
応)
の
三
を
と
き
、
十
念
の
念
に
つ 
い
て
、此
中
云"
念
者
不
“
取-
一
此
時
節
一
也 
但
言
”
憶­
一
念 
阿
弥
陀
佛
一
若
総
相
若
別
相
随
一
ー
所
観
縁­
心
無­
一
他
相
一
十
念
相
続 
名
為
ー
 
十
念
一
但
称
­-
名
号-
亦
復
如
“
是
と
い
っ
て
念
を
憶
念
と
し
、
十
念
に
つ
い
て
経
言-
一
十
念
ー
者
明
ー
業
事
成
弁
一
耳
朽
軀
黯
蘇
髓
戍
と
い
っ
て' 
十
念
の
十
は
業
事
成
弁
を
あ
か
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
憶
念
観
法
の
成
就
を
示
す
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
憶
念
の
成
就
は 
願
力
(
第
十
八
願)
に
よ
る
と
い
、
こ
れ
を
「
十
念
の
願
」
ま
た
は
「
十
念
往
生
願
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
で
『
往
生
十
因
』
が
説
く
第
十
八
願
と
は
十
方
の
衆
生
が
係
念
不
乱
心
等(
勇
猛
心
、
深
心)
の
至
心
を
も
っ
て' 
阿
弥
陀
仏
の
総 
相
別
相
を
憶
念
し
て
他
相
な
く'
憶
念
を
成
就
す
る
こ
と
が
十
念
で
あ
る
と
し
、
ま
た
称
名
に
よ
っ
て
憶
念
を
成
就
す
る
こ
と
も
十
念
と 
し
ゝ
こ
の
十
念
を
成
就
す
る
こ
と
は
仏
の
本
願
に
よ
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
衆
生
の
往
生
を
誓
わ
れ
た
本
願
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ 
で
『
十
因
』
は
こ
の
文
に
続
い
て
、
是
故
行
者
係-
一
念
悲
願
一
至
心
称
念
除-
一
不
至
心
者-
不
順
ー
本
願-
故
と
い
っ
て
、
至
心
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願(
悲
願)
に
念
を
か
け
て
仏
を
憶
念
し
、
ま
た
称
名
を
相
続
す
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
憶
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念
称
名
業
の
成
就
は
仏
の
本
願
に
よ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
『
十
因
』
に
引
用
す
る
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
」
の
文
も
、
永
観
の
考
え
に
よ
る
と
一
心
に
仏
の
悲
願
に
念
を
か
け
て
弥 
陀
の
名
号
を
憶
念
し
、
ま
た
称
名
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
本
願
に
随
順
す
る
行
で
あ
る
と
す
る
。
永
観
が
善
導
の
『
観 
経
疏
』
散
善
義
の
就
行
立
信
釈
に
出
づ
る
「
一
心
専
念
」
の
文
を
引
用
す
る
に
、
上
記
の
よ
う
に
大
き
な
抄
略
が
見
ら
れ
る
こ
と
は' 
長 
文
な
る
ゆ
え
に
略
し
た
の
で
は
な
く'
「
一
心
専
念
」
が
各
種
の
行
業
の
中
で
重
要
で
あ
り
、
本
願
の
行
な
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
充
分 
と
考
え
た
め
に
、
必
要
な
文
の
み
を
抄
出
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
法
然
の
『
選
択
集
』
の
考
え
と
大
い
に
異
な
る
と
こ 
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
往
生
十
因
』
が
説
く
称
名
は
善
導
が
説
く
本
願
念
仏
と
は
異
な
る
。
『
十
因
』
は
序
文
に
無
常
観
を
説
い
て
「
無
常
暴
風
不" 
論
ー
一
神
倦-
奪
精
猛
鬼
不
“
択
ー
貴
財
一
生
死
必
然
」
と
説
い
て
、
無
常
の
世
に
あ
っ
て
浄
土
に
願
生
す
る
方
法
と
し
て
道
綽
の
説
く
励
声 
称
名
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
が
「
識
廳
り
神
飛
ふ
障
重
の
衆
生
」
に
称
名
を
す
め
る
も
の
と
は
そ
の
観
点
を
異 
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
十
因
』
は
無
常
の
世
に
あ
る
た
め
に
「
毎"
眠
思
ー
臨
終-
必
唱
ー
一
十
念­
」
と
い
っ
て
、
日
々
臨
終
の
思
い 
で
称
名
十
念
の
相
続
を
あ
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
臨
終
に
あ
た
り
て
は
「
臨
終
之
心
極
猛
利
故 
十
念
能
滅-
一
多
劫
罪­
」
と
い
っ
て' 
臨
終
に
お
け
る
十
念
の
重
要
な
る
こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
観
念
に
堪
え
ざ
る
も
の
に
は
「
称­
一
南
無
阿
弥
陀
佛
南
無
阿
弥
陀
佛-
声
々
相 
次
使
“
成
一-
十
念
一
若
不"
堪--
称
名
一
者
只
作--
往
生
之
思­
」
と
説
い
て
、
観
念
に
堪
え
ざ
る
も
の
は
称
名
し
、
称
名
の
で
き
な
い
も
の
は 
往
生
の
思
い
に
住
す
る
だ
け
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
往
生
十
因
』
は
称
名
を
肝
要
な
往
生
行
と
し
て
い
る
が
、
「
係
一
念
悲 
願
一
至
心
称
念
」
す
る
称
名
行
で
あ
っ
て'
『
往
生
要
集
』
が
帰
命
想
、
往
生
想
、
引
接
想
に
住
す
る
称
念
を
説
く
の
と
同
じ
考
え
で
あ
っ 
て
、 
憶
念
称
名
を
説
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
珍
海
の
『
決
定
往
生
集
』
に
は
浄
土
往
生
の
業
と
し
て 
由"
此
曉
“
知
若
大
若
小
若
定
者
散 
若
事
若
理
凡
是
善
者
皆
浄
土
因
也
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と
説
い
て
諸
善
万
行
と
も
に
往
生
の
因
と
す
る
が' 
珍
海
の
重
ん
ず
る
も
の
は
菩
提
心
と
称
念
で
あ
っ
て
菩
提
心
に
つ
い
て'
此
之
菩
提
業
非--
但
生
浄
土
一
終
至
一
ー
佛
果-
但
衆
生
聞
一
佛
道
長
遠-
望
レ
岸
而
退
故
示
ー
一
浄
土
延
果-
作
一
ー
進
趣
之
縁
一
為
ー
浄
土
因
一 
と
説
い
て
、 
菩
提
心
は
仏
果
に
至
る
心
で
あ
る
が' 
遠
長
の
果
で
あ
る
か
ら
近
い
浄
土
往
生
を
示
し
て
願
求
の
縁
と
す
る
と
い
う
。
そ
し 
て
「
発
菩
提
心
為
一-
業
主­
」
と
い
っ
て' 
菩
提
心
を
発
し
た
上
に
随
縁
所
起
の
業
と
し
て
、
善
導
の
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
説
く
正
行
雑 
行
、
正
定
業
助
業
説
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号:
：:
順
彼
佛
願
故
」
の
文
に
つ
い
て' 
順-
一
本
願­
者
四
十
八
願
中
云
聞
我
名
号
係
念
我
国
云
と
い
う
。
こ
の
「
聞
我
名
号
係
念
我
国
」
と
は
四
十
八
願
中
の
第
二
十
願
で
あ
る
。
こ
の
願
は
「
係
念
定
生
願
」
、
「
遠
生
果
遂
願
」
「
諸
行 
往
生
願
」 
「
植
諸
徳
本
願
」
等
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
願
で
あ
っ
て
、
願
文
に
対
す
る
理
解
の
相
違
に
よ
っ
て
か
る
異
名
が
生
じ
た
の 
で
あ
る
が'
『
決
定
往
生
集
』
が
「
一
向
専
念
弥
陀
名
号
」
の
行
が
「
順
彼
佛
願
」
の
行
で
あ
り
、
こ
れ
が
第
二
十
願
の
「
聞
我
名
号
係 
念
我
国
」
の
文
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
「
一
向
専
念
」
を
「
一
向
係
念
」
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
珍
海
は
「
一
向
専
念
弥
陀
名 
号
云
」
の
文
を
一
向
に
係
念
称
名
の
行
を
相
続
す
る
こ
と
が
本
願(
二
十
願)
に
随
順
す
る
行
な
り
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 
そ
し
て
称
念
相
続
に
つ
い
て
、
修
行
相
に
お
い
て
『
観
念
法
門
』
の
「
日
別
念
ー
弥
陀
佛
一
万
一
畢
命
相
続
者
即
蒙--
阿
弥
陀
佛
加
命
ー
」 
と
い
っ
て
日
毎
の
係
念
称
名
を
あ
か
し
、
別
時
の
行
業
と
し
て
、
『
観
念
法
門
』
に
よ
っ
て
「
心
ロ
称
念
更
無
一
雑
想
一
念
々
注
心
声
 々
相
続 
心
眼
即
開
得
レ
見
ー
彼
佛
一
」
と
い
っ
て
心
口
称
念
の
行
を
説
き
、
ま
た
『
文
殊
般
若
経
』
に
よ
っ
て
「
捨
一
諸
乱
意­
係
ー
心
一
佛
ー 
不
”
観
一-
相
貌-
専
称
ー-
名
字
一
即
於
ー
一
念
中
一
得0
見
一-
彼
阿
弥
陀
佛
及
一
切
佛-
」
と
説
い
て
称
念
の
方
法
を
あ
か
し
て
い
る
。
即
ち
『
決
定 
往
生
集
』
の
い
う
称
念
と
は
「
称
」
は
称
名
で
あ
る
が
「
念
」
は
「
心
を
一
佛
に
係
け
る
」
係
念
で
あ
っ
て' 
仏
及
び
浄
土
に
思
い
を
係 
け
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、 
こ
の
行
が
第
二
十
願
に
順
ず
る
行
と
す
る
の
で
あ
る
。
永
観
、
珍
海
の
か
る
解
釈
は
念
仏
の
「
念
」
十
念
の
「
念
」
を
観
念
、
想
念
、
係
念
と
解
し
、
称
名
を
も
含
ん
だ
も
の
と
理
解
す
る
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と
こ
ろ
よ
り
出
る
も
の
で
あ
る
が' 
こ
の
称
名
は
劣
り
観
念
係
念
は
勝
れ
た
も
の
と
す
る
の
が
当
時
一
般
の
釈
義
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
永
観
、
珍
海
よ
り
時
代
は
降
る
が
、
法
然
の
晩
年
に
南
都
よ
り
念
仏
停
止
を
訴
え
た
『
興
福
寺
奏
状
』
を
見
る
に
南
都
仏
教
者
の
念
仏
観 
の
一
端
を
伺
が
う
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
第
七
誤
念
仏
失
に 
先
所-
一
念
佛
一
有
り
名
有
ノ
体 
其
体
中
有"
事
有"
理 
次
付-
一
能
念
之
相­
或
口
称
或
心
念 
彼
心
念
中 
或
繫
念
或
観
念 
彼
観
念 
中
自-
一
散
位-
至
一-
定
位-
自
一
有
漏
ー
及
ー
無
漏-
浅
深
重
々
前
劣
後
勝
然
者
口
唱
一
名
号-
不
0
観
不
”
定
是
念
佛
之
中
粗
也
浅
也 
と
い
っ
て
、
念
仏
に
は
口
称
と
心
念
の
二
あ
り
、
念
に
繫
念
と
観
念
が
あ
り
、
散
位
、
有
漏
の
観
念
は
浅
く
、
定
位
、
無
漏
の
観
念
は
深 
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
口
称
名
号
は
不
観
不
定
の
行
で
あ
る
か
ら
、
粗
浅
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
善
導
に
つ
い 
て
は
上
の
文
に
つ
い
で
、
善
導
和
尚
発
心
之
初
見
一-
浄
土
図
一
難
云 
唯
此
観
門
定
超-
一
生
死-
遂
入­-
此
道
一
発
一
得
三
昧
一
定
知
彼
師
自
行
ー
十
六
想
観
一
也 
念
佛
之
名
兼
ー
観
与
口-
若
不"
然
者 
作
一-
観
経
疏-
亦
作
一
観
念
法
門 
云
ー
本
経
一
云
一
別
草­
題
目
何
表-
一
観
字
一
哉 
と
い
っ
て
、
善
導
は
十
六
想
観
を
行
じ
て
三
昧
を
発
得
さ
れ
た
師
で
あ
り
、
『
観
経
疏
』
『
観
念
法
門
』
等
の
書
は
い
づ
れ
も
観
念
の
念
仏 
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
す
る' 
そ
し
て
称
名
に
つ
い
て
は 
而
観
経
付
属
之
文
善
導
一
期
之
行
唯
在
一
ー
仏
名
一
者
誘
ー
一
下
機
一
之
方
便
也 
と
説
い
て
、
口
称
念
仏
を
す
め
る
の
は
下
根
の
も
の
を
誘
引
す
る
方
便
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
『
興
福
寺
奏
状
』
の
説 
く
善
導
は
観
仏
三
昧
に
よ
っ
て
三
昧
を
発̂
;
さ
れ
た
人
師
で
あ
り
、
観
念
の
念
仏
を
説
く
の
が
主
意
で
あ
っ
て
、
称
名
は
下
機
を
誘
引
す 
る
た
め
に
説
か
れ
た
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
か
る
善
導
観' 
念
仏
観
は
南
都
浄
土
教
家
一
般
の
考
え
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
か
る
南
都
の
善
導
観
、
念
仏
観
の
中
に
あ
っ
て
、
『
観
経
疏
』
を
あ
ま
り
重
視
し
な
い
天
台
浄
土
教
に
お
い
て
『
観
経
疏
』
に
注
目 
し
て' 
口
称
念
仏
が
本
願
念
仏
で
あ
る
と
し
て
新
し
い
意
味
を
与
え
、
従
来
重
視
さ
れ
て
い
た
観
念
を
軽
視
し
て
無
観
称
名
を
説
い
た
と
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こ
ろ
に
法
然
の
独
自
の
自
証
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
自
証
の
念
仏
伝
歴
に
よ
る
と
法
然
が
幼
少
の
頃
よ
り
青
年
時
代
に
か
け
て
師
事
し
た
学
僧
に' 
菩
提
寺
観
学
、
持
宝
房
源
光
、
功
徳
院
皇
円
、
慈
眼 
房
叡
空
等
が
天
台
宗
の
人
師
で
あ
り' 
三
論
宗
蔵
俊
、 
同
じ
く
寛
雅
、
華
厳
宗
の
慶
雅
、
律
宗
の
実
範
等
の
人
々
は
奈
良
遊
学
に
あ
た
り 
教
え
を
う
け
た
学
僧
で
あ
る
。
こ
の
中
で
浄
土
教
に
関
係
の
あ
る
人
は
『
念
佛
式
』
を
著
わ
し
た
中
ノ
川
実
範
と
天
台
宗
叡
空
と
で
あ
る
⑩
が
ゝ
法
然
が
中
ノ
川
実
範
よ
り
受
け
ら
れ
た
も
の
は
浄
土
教
で
は
な
く
鑑
真
和
尚
相
伝
の
戒
法
で
あ
る
。
ま
た
叡
空
に
つ
い
て
は
『
浄
土 
⑪
法
門
源
流
章
』
に
黒
谷
叡
空
大
徳
伝
一
持
此
集-
(
往
生
要
集)
成-
一
弁
浄
業-
と
あ
る
ご
と
く'
『
往
生
要
集
』
に
つ
い
て
造
詣
の
深
い
学
匠
で
は
あ
る
が
、
善
導
の
念
仏
に
つ
い
て
は
縁
の
薄
い
人
で
あ
る
。
 
し
た
が
っ
て' 
法
然
が
善
導
『
観
経
疏
』
に
説
く
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号
」
の
文
に
よ
っ
て
善
導
が
説
く
本
願
念
仏
の
教
え
に
帰
入
し 
た
と
い
っ
て
も
、
法
然
に
直
接
善
導
の
教
え
を
伝
え' 
ま
た
本
願
念
仏
の
教
え
を
説
い
た
人
師
は
一
人
も
な
い
の
で
あ
る
。
法
然
は
ひ
と 
り
『
観
経
疏
』
に
よ
っ
て
善
導
が
説
く
本
願
念
仏
の
教
旨
を
自
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
よ
り
法
然
の
念
仏
の
教
え
は
無
師
独
悟
で 
あ
る
と
い
得
る
。
こ
の
時
の
状
況
を
醍
醐
本
『
法
然
上
人
伝
記
』
に
は
爰
煩-
一出
離
道
一
身
心
不"
安
抑
恵
心
先
徳
造
一
往
生
要
集-
勧
一
濁
世
末
代
道
俗
ー:
：:
但
於
ー
一
百
即
百
生
行
相
一
者
已
譲
一
道
綽
善
導 
釈
ー
委
不"
述
レ
之
是
故
往
生
要
集
為
一
先
達
一
而
入
一
浄
土
門-
閥-
一
此
宗
奥
旨-
於-
ー
善
導-
二
反
見"
之
思
一
往
生
難
ー
第
三
反
度
得* 
乱
想
凡
夫
依
ー
称
名
行
一
可--
往
生
一
之
道
理.
.
但
於
ー
一
自
身
出
難
一
已
思
定
畢
と
あ
っ
て
、
三
回
善
導
の
釈
書
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
乱
想
の
凡
夫
が
称
名
の
行
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
す
る
道
理
を
知
っ
た
と
い
う
。
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ま
た
法
然
は
初
め
よ
り
浄
土
宗
な
る
新
宗
派
を
開
創
す
べ
く
計
画
的
に
教
義
体
系
を
組
織
し
た
の
で
は
な
く
、
自
己
一
身
の
出
難
生
死 
の
た
め
に
教
法
を
求
め
て
遍
歴
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
求
道
の
最
後
に
遭
遇
さ
れ
た
の
が
善
導
が
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
説
く
本
願
⑬
念
仏
の
教
え
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
聖
光
の
『
徹
選
択
集
』
に
法
然
の
言
葉
と
し
て
、
出
離
之
志
至
深
之
間 
信
一
諸
教
法
一
修-
一
諸
行
業
一
凡
佛
教
雖"
多
所
詮
不
”
過
ー
戒
定
恵
三
学-
:
:
:
然
我
此
身
於
ー
戒
行
一
不
”
持
ー
一 
戒
ー
於
一
禅
定
ー
不
“
得"
之 
於
一
智
恵
一
不
。
得
一
断
惑
証
果
之
正
智
一:
：:
悲
哉
悲
哉 
為
・
何
為
“
何 
爰
如
・
予
者
已
非
一­
戒
定
恵 
三
学
之
器
一
此
三
学
外
有
T
相
一
ー
応
我
心
一
之
法
門
土
有
”
堪
=
能
此
身
一
之
修
行
士
耶 
求
ー
万
人
之
智
者-
訪
一
一
切
之
学
者
一
無
一
教" 
之
人-
無­
一
示"
之
倫
一
云
と
あ
っ
て
、
三
学
非
器
、
乱
想
凡
夫
た
る
わ
が
心
に
相
応
す
る
教
え
を
求
め
、
わ
が
身
に
堪
え
た
る
修
行
を
求
め
て
修
学
さ
れ
た
の
で
あ 
る
。
そ
し
て
求
道
修
学
の
最
後
に
遭
遇
さ
れ
た
の
が
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
説
く
本
願
念
仏
の
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
善
導
が
『
観
経
疏
』
の
末
尾
に
観
経
の
意
図
要
旨
を
説
い
て
、
「
上
来
雖
ノ
説­
一
定
散
両
門
之
益
一
望
一
佛
本
願
一
意
在
一-
ー
衆
生
一
向 
専
称
ー
弥
陀
佛
名­
」
と
説
い
て
一
向
専
称
が
「
望
佛
本
願
意
」
の
行
で
あ
り' 
観
経
の
意
図
と
す
る
処
で
あ
る
と
し
、
ま
た
さ
ら
に
「
ー
 
心
専
念
弥
陀
名
号
」
が
「
彼
佛
願
に
順
」
ず
る
行
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
善
導
の
五
部
九
巻(
法
然
当
時
は
四
部
ハ
巻)
の
中
に
法
然
が 
理
解
し
た
よ
う
に
第
十
八
願
が
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
を
誓
わ
れ
た
本
願
で
あ
る
と
明
確
に
教
示
す
る
文
は
見
出
さ
れ
な
い
。
五
部
九
巻 
の
述
作
の
中
で
、
第
十
八
願
文
を
解
釈
し
て
、
こ
れ
が
称
名
念
仏
往
生
を
誓
わ
れ
た
本
願
で
あ
る
と
明
確
に
示
す
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
の 
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
に
説
く
摂
生
増
上
縁
に
ハ
縁
を
説
く
中
の
初
め
に 
又
言­-
摂
生
増
上
縁­
者
即
如
­-
無
量
寿
経
四
十
八
願
中
説-
佛
言
若
我
成
佛
十
方
衆
生
願
“
生
ー
我
国
一
称-
一
我
名
字-
下
至
一
十
声­
乗=
我
願
カ
ー
若
不
”
生
者
不"
取
一
正
覚
一
と
あ
り
、
具
体
的
に
こ
の
釈
義
が
第
十
八
願
文
の
意
を
転
釈
し
た
も
の
と
す
る
表
現
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
が' 
こ
の
第
六
縁
に 
又
如­
一
四
十
ハ
願
中
説
云-
設
我
得
佛
十
方
衆
生
発
菩
提
心
修
諸
功
徳
至
心
発
願
欲
生
我
国
臨
命
終
時
我
不k
与
一
大
衆
一
現"
其
前
士
者
48
不
“
取
ー
正
覚
一
此
亦
是
摂
生
増
上
縁
と
説
い
て
第
十
九
願(
文
に
多
少
の
具
略
が
あ
る)
を
出
し' 
さ
ら
に
第
七
縁
に
は
第
二
十
願
を
記
し
、
第
八
縁
に
は
第
三
十
五
願
を
出
し
て 
い
る
と
こ
ろ
よ
り
考
え
て
初
め
の
「
若
我
成
佛
十
方
衆
生
.®
生
我
国
称
我
名
字
下
至
十
芦
云
」
の
文
は
第
十
八
願
文
の
転
釈
で
あ
る
こ 
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
第
十
八
願
文
に
対
す
る
明
確
な
釈
義
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
『
往
生
礼
讃
』
に
お
い
て
も
、
又
如­-
無
量
寿
経
云
一
若
我
成
佛
十
方
衆
生
称
我
名
号
下
至
十
声
若
不
生
者
不
取
正
覚
彼
佛
今
現
在
世
成
佛
当
知
本
誓
重
願
不
虚
衆 
生
称
念
必
得
往
生
と
説
く
が
、
こ
の
「若
我
成
佛
云
」
の
文
が
第
十
八
願
文
の
意
を
記
し
た
も
の
と
い
う
明
白
な
釈
義
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
上 
記
の
『
観
念
法
門
』
の
五
種
増
上
縁
義
に
説
く
摂
生
增
上
縁
の
文
よ
り
推
定
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
文
に
対
す
る
善
導
独
自
の
釈
義
で
あ
る
と
明
確
に
教
示
し
た
の
は
法
然
の
『
選
択
集
』
第
三
念
仏 
往
生
本
願
篇
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
善
導
が
『
往
生
礼
讃
』
『
観
念
法
門
』
『
観
経
疏
』
等
に
説
く
本
願
念
仏(
称
名)
の
説 
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
が
第
十
八
願
の
こ
と
で
あ
る
と
明
白
に
指
示
し
た
の
は
法
然
で
あ
る
。
法
然
が
三
学
非
器
乱
想
凡
夫
た
る
自
身
に
相
応
す
る
法
門
を
探
求
し' 
堪
え
た
る
修
行
を
求
め
て
、
つ
い
に
善
導
の
『
観
経
疏
』
に
説 
く
「
一
心
専
念
弥
陀
名
号:
：:
順
彼
佛
願
故
」
の
文
に
よ
っ
て
本
願
念
仏
の
提
唱
者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
『
観
念
法
門
』
『
往
生
礼 
讃
』
に
説
く
「
若
我
成
佛
十
方
衆
生
云
」
の
釈
が
第
十
八
願
文
の
釈
義
で
あ
り' 
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
を
誓
わ
れ
た
本
願
で
あ
る
こ 
と
を
自
証
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
自
証
さ
れ
た
本
願
念
仏
は
善
導
が
五
正
行(
就
行
立
信
釈)
の
中
に
お
い
て
正
定
業
と
す 
る
も
の
で
あ
り
、
観
念
を
軽
視
し
て
助
業
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て' 
こ
の
本
願
念
仏
の
教
え
こ
そ' 
釈
迦
一
代
の
教
法
の
中
で
時 
機
相
応
の
教
え
で
あ
る
と
し
て
、
選
取
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
善
導
の
教
え
に
よ
っ
て
本
願
念
仏
の
一
行
の
み
を
選
び
取
ら
れ
た
と
い 
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
釈
迦
一
代
の
教
法
に
つ
い
て
三
重
の
選
択
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
法
然
が
浄
土
門
に
帰
入
し
49
て
よ
り
次
第
に
思
想
信
仰
が
進
み
、
『
三
部
経
釈
』(
東
大
寺
講
説)
ま
た
は
『
選
択
集
』
述
作
の
時
に
な
っ
て
選
択
本
願
の
思
想
が
確
立
し 
た
と
い
う
ご
と
き
も
の
で
は
な
い
。
法
然
が
本
願
念
仏
の
教
旨
を
自
証
さ
れ
た
と
き
に
既
に
三
重
の
選
択
は
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
『
三
部
経
釈
』
や
『
選
択
集
』
の
所
説
は
自
証
の
本
願
念
仏
の
教
旨
を
組
織
的
に
理
論
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
然
の
自
証
し
た
本
願
念
仏
な
る
も
の
は
上
記
の
ご
と
く
無
師
独
悟
の
も
の
で
あ
っ
て
、
源
信
及
び
永
観
、
珍
海
等
の
説
く
念
仏
、
 
並
に
こ
れ
ら
の
諸
師
の
見
た
善
導
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
法
然
が
自
証
し
た
本
願
念
仏
こ
そ
善
導
の
本
意
で
あ
り
、
 
阿
弥
陀
仏
の
真
意
で
あ
る
と
い
う
強
い
確
信
を
も
た
れ
る
に
至
っ
た
の
は
夢
定
中
に
お
け
る
半
金
色
の
善
導
と
の
対
面
と
い
う
霊
感(
啓 
示)
に
よ
る
の
で
あ
る
。
但
に
善
導
の
著
作
に
よ
っ
て
本
願
念
仏
を
自
証
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
は
夢
定
中
の
対
面
と
い
う
霊
感(
啓 
示)
に
裏
付
け
さ
れ
た
自
証
で
あ
っ
て' 
こ
に
法
然
浄
土
教
の
特
質
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
観
経
疏
散
善
義(
浄
全
二
巻
五
頁)
2
 
「
有
云
」
、
「
有
師
云
」
と
あ
る
は
善
導
の
説
で
あ
る
と
す
る
の 
は
良
忠
の
往
生
要
集
義
記
で
あ
る
。
今
は
良
忠
の
説
に
よ
っ
て
善 
導
と
す
る
。
3
往
生
大
要
抄(
法
全
五
二
頁)
4
往
生
要
集
義
記
第
五(
浄
全
一
五
巻
二
八
七
頁)
5
往
生
要
集
義
記
第
七(
浄
全
一
五
巻
三
四
五
頁)
6
恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究(
ハ
木
昊
恵
著)
。
西
方
懺
悔
法
に
関 
す
る
研
究(
佐
藤
哲
英
著
、
竜
谷
大
学
論
集
三
八
号)
等
7
佐
藤
哲
英
著
西
方
懺
悔
法
に
関
す
る
研
究(
竜
谷
大
学
論
集
三 
三
八
号)
8
こ
れ
は
定
善
義
か
、
観
念
法
門
に
説
く
浄
土
の
解
説
文
の
取
意 
で
な
い
か
と
思
うQ
9
興
福
寺
奏
状(
新
•
日
仏
全
六
一
巻
一
四
頁)
10
法
然
上
人
伝
の
成
立
史
的
研
究
所
収
の
四
巻
伝
、
琳
阿
本
、
古 
徳
伝
、
九
巻
伝
、
四
十
ハ
巻
伝
の
説
に
よ
る
。
醍
醐
本
法
然
上
人 
伝
記
で
は
真
言
宗
を
う
け
る
と
い
う(
第
一
巻
三
二
頁) 
11
浄
土
法
門
源
流
章(
浄
全
一
五
巻
五
九
一
頁) 
12
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記(
法
伝
全
七
三
頁) 
13
徹
選
択
集(
浄
全
七
巻
九
四
頁)
14
観
念
法
門(
浄
全
四
巻
二
三
頁)
15
往
生
礼
讃(
浄
全
四
巻
三
七
六
頁)
16
観
経
疏
玄
義
分(
浄
全
二
巻
一
〇
頁)
に
「
発
二
四
十
八
願
ー 
ー
 
ー
願
言
若
我
成
仏
十
方
衆
生
称
我
名
号
願
生
我
国
下
至
十
念
若 
不
“
生
者
不
”
取
ー-
正
覚-
今
既
成
仏
」
の
文
あ
り
、
良
忠
は
伝
通
記 
六
(
浄
全
二
巻
二〇
二
頁)
に
「
別
挙
ー
一
第
十
八
願
一
者
以
ー
願
王- 
故
」
と
釈
し
て
い
る
。
50
